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広　報

しんおんせん

皆さんとともに喜びたい！
山陰海岸の世界ジオパークネットワークへの加盟の決定を受け、町では 10 月４
日朝、記念セレモニーを開催しました。会場となった庁舎玄関には、お祝いに
駆けつけた多くの町民の皆さんや、牽引役としてして活動を推進してこられた
町ジオパークネットワークの関係者、職員など約 300 人が集まりました。岡本
町長が喜びと皆さんへの感謝、これからの決意を述べ、町議会議長や町ジオネッ
ト役員、各団体の代表の方たちとくす玉を割って祝いました。
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10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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町政のうごきから

おめでとう！山陰海岸
世界ジオパークネットワーク加盟が決定

これからが勝負。じっくり取り組んでいきましょう

町 ジ オ パ ー ク ネ ッ ト
ワーク代表
　岡部良一さん（浜坂）
　山陰海岸の素晴らし
さが世界に認められ、
わがふるさとを誇りに
思います。戦前の天然
記念物指定運動から続
く先人の努力が結実し
たと思います。
　これを契機に沿岸地域が連帯し、活性化するこ
とを期待しますが、先人の想いを考えると責任も
重く、これからが勝負と身の引き締まる思いです。
地質公園と人の営みをどう結び付けるか、海から
しか見えない豪快な海岸部を見ていただく方策、
不足しているマンパワーの養成など腰を据えて取
り組んでいきたいと思います。

　

10
月
３
日
、
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス
ボ
ス
島
で
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
、
山
陰
海
岸
の
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

町
は
10
月
４
日
朝
、
行
政
・
告
知
放
送
で
町
民
の
皆

さ
ん
に
朗
報
を
伝
る
と
と
も
に
、
役
場
で
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
役
場
玄
関
に
は
放
送
を
聞
き
、

と
も
に
祝
お
う
と
い
う
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
町
長
を
は
じ
め
町
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
者
な
ど
が
く
す
玉
を
割
っ

て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
加
盟
を
祝
う
と
、
集
ま
っ
た
人
た

ち
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
昨
年
の
糸
魚
川
、
洞
爺
湖
有
珠
山
、
島
原

半
島
に
続
き
、
第
４
号
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
な
り
ま

す
。
世
界
ジ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

25
カ
国
77
地
域
に
な
り
ま
し
た
。。

　

世
界
認
定
を
記
念
し
て
、
下
雅
意
敏
さ
ん
の
写
真
展

を
10
月
22
日(

金)

ま
で
、
役
場
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
は
休
館
）

　　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
に
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
喜
び
と
今
後
の
抱

負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

世
界
舞
台
へ 

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

認
定
記
念 

下
雅
意
敏
さ
ん
写
真
展
を
開
催
（
役
場
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

町
の
誇
り

　
　
　
　

新
温
泉
町
長　

岡 

本 

英 

樹

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
加
盟
が
決
定
し
、
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
地
道
な
活
動
の
成
果
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
加
盟
は
通
過

点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
山
陰
海
岸
エ
リ
ア

の
連
携
を
い
っ
そ
う
深
め
、
地
域
の
活

性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
お
い
て
も
ジ
オ
パ
ー
ク

に
関
す
る
学
習
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
今
ま
で
以
上
に
町
を

知
り
、
町
へ
の
誇
り
を
持
ち
、
愛
着
を

育
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
と
も
に
世
界
の
山
陰
海
岸
誕

生
を
祝
い
、
今
後
も
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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町政のうごきから
上山エコの活動は、ジオパークの活動そのもの

扇ノ山ジオエリアの中
核を担うＮＰＯ法人上山
高原エコミュージアム代表
　小畑和之さん（青下）
　上山高原とその周辺
には、ススキの草原や
ブナの森のほか、断崖
絶壁の地形がもたらす
素晴らしい滝が多くあ
ります。上山高原周辺のジオは、これまでから地
元の人々の生活に生かされてきました。上山エコ
は、それらの景観や自然を町内外からのお客様に
ガイドして、その恵みを体験していただいていま
す。
　世界ジオパーク加盟を励みに、今まで以上に知
恵を出し合い、自然と共生してきた知恵や技術を
学びながら、自然への理解と環境保全、健康づく
りや環境教育など総合的な活動を行っていきたい
と思います。

世界が舞台。世界を意識したホスピタリティを

ＧＧＮ現地審査で湯村
温泉を案内した女将
　朝野まりさん（湯）
　世界加盟というス
タートラインに立てた
ことを幸せに思い、こ
れまで以上に自信を
持って紹介していこう
と思います。98 度の
温泉が自噴し、但馬牛、新鮮な魚介類などが揃っ
ている町は他にありませんが、地元の人は気づい
ていないようです。ここに住む人が町の歴史や文
化などすばらしい財産を再認識し、誇りと自信を
もってセールスしてほしいと思います。
　これからは世界の舞台に立つという意識を持っ
て、海外の人にも対応できることが大切です。イ
ンターネットで発信すれば世界中でキャッチして
もらえる時代。ウィットに富んだ会話力や満足い
ただけるホスピタリティなど若い人たちの出番で
す。お客様に満足して帰っていただく喜びを一緒
に分かち合いたいものです。

但馬御火浦にガイドという付加価値を

三尾地区のボランティ
アガイドのひとり
　前田佐一さん（三尾）
　三尾地区で私を含め
て３人が、専門的な地
質学からジオと人との
つながりなどのガイド
に必要な学習を続けて
います。今まで素通り
してきた海岸に興味が出てきました。船で釣りに
出ると、学習したことが目の前で確認できて、納
得している毎日です。
　これから三尾に来られる方も増えて地区も活気
づくと思いますが、ゴミの持ち帰りなどのマナー
は守ってほしいと思います。それも、ジオの大切
な精神だと思います。学習を重ねて、わかりやす
いガイドをめざします。

ミツガシワを「ジオパークの花」に

植物の調査、保護活動
を精力的に行っている
　中澤博子さん（浜坂）
　20 年かけて旧浜坂
町に自生する約 1100
種の植物を調査、採集
しました。平成 18 年
の上山ふるさと館オー
プンからは上山高原周
辺の植物の調査も行っています。タジマタムラソ
ウは蛇紋岩質に植生するなど、植物と地質とは密
接な関係があります。
　久斗川沿いの湿地に、氷河期の残存植物といわ
れるミツガシワという春先に白い花を咲かせる花
の群落があります。県の希少種で、これだけの群
落があるのはここだけです。ミツガシワをジオ
パークの花に位置付けてはどうでしょう。保護や
調査を続けながら、ジオサイトとして多くの方に
見ていただきたいと思います。
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実
質
公
債
費
比
率
を
除
き
数
値
が
改

善
し
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
残
高
に

つ
い
て
は
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
下

水
道
事
業
の
起
債
償
還
額
が
20
年
度
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
数
値

目
標
が
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
平

成
21
年
４
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
で
定
め
る
基
準
に
対
し
て
、
健
全

段
階
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

行財政改革の実施状況を報告します
　平成 18 年 12 月に策定した「新温泉町行財政改革大綱」と「新温泉町行財政改革実施計画」に
基づいて、合併で築いた行政運営基盤のメリットを最大限に引き出し、将来にわたる強固な財政基
盤と住民満足度の高い行政体制を確立するため、平成 18 年度から 21 年度までの 4 年間の計画期
間で取り組んできました。
　実施計画の取組 159 項目のうち、全体の約 8 割にあたる 125 項目が概ね計画どおり進んでいます。
主な取組みは、人件費・職員数の削減、補助金の整理合理化、事務事業の見直し、事務事業評価の
実施、長期継続契約の導入などで、行政経費の削減や効率的な行政運営に努めました。

①
財
政
指
標

　
　

目
標
達
成
１
、

改
善
１
、    

                                  　
　
　     

悪
化
１

H17 決算 数値目標 H21 決算
経 常 収 支
比率 92.9% 90％未満  91.3%

　　（改善）
実 質 公 債
費比率 16.0% 18％未満  18.9%

　　（ 悪化）

財 政 調 整
基金残高

1 億
6200 万円

標準財政規模の 5％
（3 億 200 万円）以上

 ４億
 4700 万円
 （目標達成）

※「経常収支比率」、「実質公債費比率」については、
　　15 ページ参照。
※「財政調整基金」とは、町が自由に使える貯金のこと

③
補
助
金
の
整
理
合
理
化

　
　
　
　
　
　
　
　

90
％
の
達
成
率

　

職
員
数
（
正
規
職
員
）
に
つ
い
て
は
、

18
年
度
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
定
員

適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
勧
奨
退
職

制
度
の
推
進
、
計
画
的
な
職
員
数
の
抑

制
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

合
併
時
の

371
人
に
対
し
て
本
年
4
月

1
日
で
は

309
人
と
な
り
、
62
人
（
16
・

7
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
同
計
画
の

46
人
削
減
に
対
し

134
・
8
％
の
達
成
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
職
員
数
の
削
減　
　

　
　
　

       　

371
人
→
309
人　

　

補
助
金
の
整
理
合
理
化
に
つ
い
て

は
、
18
年
度
に
策
定
し
た
「
補
助
金
整

理
合
理
化
方
針
」
に
基
づ
き
、
見
直
し

を
進
め
ま
し
た
。
18
年
度
と
21
年
度
の

比
較
で
は
、
２
２
１
６
万
円
の
削
減
を

図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
方
針
策
定
後
に
創
設
さ
れ

た
補
助
金
を
除
い
た
額
の
比
較
で
は
、

３
２
０
７
万
円
の
削
減
を
図
っ
て
お

り
、
計
画
に
対
し
90
・
０
％
の
達
成
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

削
減
を
図
れ
な
か
っ
た
主
な
も
の
は

心
身
障
害
者
小
規
模
作
業
所
補
助
金

で
、
20
年
度
か
ら
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い

補
助
率
等
が
変
更
と
な
り
、
21
年
度
は

18
年
度
に
対
し
４
１
６
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。

④
事
務
事
業
評
価
の
実
施

　
　
　
　

492
件
の
事
業
を
評
価

　

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
・
改

善
、
職
員
の
意
識
改
革
、
説
明
責
任
を

果
た
す
こ
と
を
目
的
に
、
18
年
度
か
ら

行
政
評
価
「
事
務
事
業
評
価
」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

21
年
度
は
20
年
度
に
行
っ
た

492
件
の

事
務
事
業
を
評
価
し
ま
し
た
。評
価
は
、

Ａ
（
継
続
等
）、Ｂ
（
改
善
が
必
要
等
）、

Ｃ（
大
き
な
見
直
し
が
必
要
等
）、Ｄ（
休

廃
止
を
検
討
等
）
の
4
つ
の
区
分
で
判

定
し
、
Ａ

431
件
、
Ｂ
49
件
、
Ｃ
9
件
、

Ｄ
3
件
と
な
り
ま
し
た
。

　　

評
価
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
方
向

性
（
改
善
方
針
）
は
、
今
後
の
予
算
編

成
な
ど
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

今後の方向性
区分 評価結果

継　続 410
内容拡大 12

やり方改善 42
内容縮小 5

抜本的見直し 3
休　止 0
廃　止 3
終　了 17
合　計 492

町政のうごきから
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５つの柱と項目 計画 (A) 実績 (B) 比較
B － A

１ 住民と行政のパートナーシップの構築
0 0 0
0 0 0

行政への住民参加の促進 0 0 0
公正の確保と透明性の向上 0 0 0
男女共同参画社会の構築 0 0 0

２ 健全な財政基盤の確立 716,109 352,003 △ 364,106
1,798,887 1,348,466 △ 450,421

経費の削減と財政の健全化 357,300 150,268 △207,032
未利用地等の売却処分の推進 256,638 83,770 △172,868
使用料・手数料の適正化 20,222 1,026 △19,196
税・税外収入確保対策の実施 13,812 9,048 △4,764
公共工事のコスト縮減 0 0 0
公営企業等の経営健全化 68,137 107,891 39,754
入札制度の見直し 0 0 0

３ 事務・事業の再編・整理 44,125 29,667 △ 14,458
102,785 93,838 △ 8,947

事務事業の見直し 1,740 746 △ 994
民間委託等の推進（指定管理者制度の活用を含む） 0 0 0
行政評価制度の導入 0 0 0
補助金等の整理合理化 42,385 28,921 △ 13,464

４ 組織・機構の整備と人事管理の適正化 368,590 438,306 69,716
1,213,722 1,403,571 189,849

組織・機構の見直し 0 0 0
定員管理の適正化 254,213 318,790 64,577
給与・手当等の適正化 114,377 119,516 5,139
人材育成の推進 0 0 0
第３セクターの経営評価 0 0 0

５ 行政サービスの向上と新時代の行政の推進 1,068 2,670 1,602
2,527 △ 239 △ 2,766

生活者の視点に立った行政の運営 1,068 2,670 1,602
行政手続の簡素化と住民の利便性の向上 0 0 0
電子自治体の推進 0 0 0
よりよい子育て・子どもの育つ環境づくり 0 0 0

合　　　計 1,129,892 822,646 △ 307,246
3,117,921 2,845,636 △ 272,285

行財政改革効果額（計画期間：平成 18 年度～ 21 年度）（単位：千円）

５つの柱
　上段：累計効果額
　　　　（単年度効果額の合計額）
　下段：累積効果額
　　　　（単年度効果額に過年度実施分の継
　　　　 続効果を年度ごとに加えた額を合
　　　　 計した額）
※比較欄の△印は計画に対しての未達成額を
　示す。

⑤
長
期
継
続
契
約
の
導
入

　
 

110
件
移
行
、

2
千
５
百
万
円
削
減

　

地
方
自
治
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
町

で
は
18
年
度
に
「
新
温
泉
町
長
期
継
続

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
19
年
度

に
下
水
道
施
設
維
持
管
理
業
務
、
施
設

機
械
警
備
業
務
、
複
写
機
の
賃
貸
借
な

ど
110
件
の
契
約
で
長
期
継
続
契
約
を
導

　

累
計
効
果
額
は
約
8
億
2
千
3
百
万

円
、
累
積
効
果
額
は
約
28
億
4
千
６
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
累
計
効
果
額

で
は
、
72
・
８
％
の
達
成
率
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
累
積
効
果
額
で
は
、
職
員

数
の
削
減
が
計
画
よ
り
早
く
進
ん
だ
た

め
91
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

累
計
効
果
額
の
中
で
最
も
効
果
額

が
大
き
か
っ
た
の
は
、「
定
員
管
理
の

適
正
化
」
で
職
員
数
の
削
減
に
よ
り

約
3
億
1
千
9
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

計
画
に
対
し
て
実
績
が
少
な
い
も
の

は
、「
未
利
用
地
等
の
売
却
処
分
の
推

進
」
で
す
。
利
用
予
定
の
な
い
町
有
地

の
売
却
が
進
ま
ず
、
約
8
千
4
百
万
円

の
効
果
額
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
効
果

額
未
達
成
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

行
財
政
改
革
実
施
計
画
実
績
報
告
の

詳
細
は
、
役
場
と
温
泉
総
合
支
所
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
課　

行
政
改
革
推
進
係

　
　

℡
82
‐
３
１
１
１

行
財
政
改
革
効
果
額

 

4
年
間
の
累
積
28
億
４
６
０
０
万
円

入
し
ま
し
た
。
長
期
継
続
契
約
に
移
行

し
た
結
果
、
２
５
６
３
万
円
の
削
減
が

で
き
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
契
約
に
つ
い
て
順
次
、

長
期
継
続
契
約
へ
の
移
行
を
進
め
、
経

費
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

町政のうごきから
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乗
車
人
員
の
推
移

　

今
年
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
夢
つ

ば
め
の
乗
車
人
員
は
、
昨
年
同
期
と
比

 

私
た
ち
の
公
共
交
通
が
危
な
い
！！

　
　

乗
っ
て
守
ろ
う
、
私
た
ち
の
移
動
手
段

(

５)

　

夢
つ
ば
め
（
町
民
バ
ス
）
は
運
行
開
始
か
ら
今
月
で
３
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
間
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
や
事
前
予
約
バ
ス
・
フ
リ
ー
乗
降
、
上
限
３
０
０
円
の
料
金
設
定
を
導
入
し
、

運
行
の
利
便
性
の
向
上
や
効
率
化
を
進
め
、
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
実
証

運
行
期
間
の
実
績
な
ど
を
ふ
ま
え
、
来
年
４
月
か
ら
本
格
運
行
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
９
月
に
行
わ
れ
た
夢
つ
ば
め
運
行
実
態
調
査
の
結
果
と
、
住
民
懇
談
会
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

H22(2010).10.14

広報しんおんせん（10月号）

運
行
経
費
と
運
賃
収
入

　

本
年
度
の
町
民
バ
ス
運
行
経
費
は
約

１
億
２
8
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
の
経

費
と
比
較
す
る
と
約
９
０
０
万
円
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら

８
月
末
ま
で
の
運
賃
収
入
（
回
数
券
・

定
期
券
含
む
）
は
、
昨
年
度
と
比
較
す

る
と
、
現
金
に
よ
る
乗
車
人
員
の
増
加

に
対
し
、
収
入
は
約
50
万
円
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
通
学
・
通
勤
定
期
利

用
者
が
回
数
券
の
利
用
に
移
行
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
変
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 　

夢
つ
ば
め
運
行
基
準
と　

　
　
　
　

 

基
準
以
下
の
便　

　

夢
つ
ば
め
は
運
行
当
初
か
ら
、
平
日

の
運
行
基
準
を
「
１
便
当
た
り
１
人
以

上
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら

７
月
末
ま
で
の
基
準
以
下
の
便
は
次
の

と
お
り
で
す
。

路
線
別
乗
車
実
績

　

全
体
で
は
昨
年
の
乗
車
人
員
を
上

回
っ
て
お
り
、
定
期
券
利
用
者
が
現
金

町政のうごきから

較
す
る
と
、
約
３
，
８
０
０
人
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
校
の
休
校
や
、

一
般
利
用
者
の
外
出
の
減
少
に
よ
る
利

用
者
の
減
少
が
、
今
年
度
は
回
復
し
た

ほ
か
、
小
学
校
再
編
に
伴
い
バ
ス
通
学

児
童
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

利
用
者（
回
数
券
含
む
）を
10
％
上
回
っ

て
い
ま
す
。
定
期
券
利
用
者
は
、
ほ
と

ん
ど
が
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た
無
料

定
期
券
利
用
者
で
す
。

15,000

17,000

19,000

21,000

  9,000

11,000

13,000

４
月

２
月

１
月

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

３
月

人

平成 21 年度
平成 20 年度
平成 22 年度

人

  8,000
10,000

12,000

14,000
16,000

          0
  2,000

  4,000
  6,000

久
斗
山
線

春
来
線

八
田
線

海
上
線

循
環
線

伊
角
線

浜
坂
温
泉
線

居
組
線

三
尾
線

田
井
線

□定期券
■現金

児童も夢つばめでバス通学
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広報しんおんせん（10月号）

町
民
バ
ス
住
民
懇
談
会
日
程
表

と　
　

き

対
象
路
線

主
な
対
象
学
校
等

会　
　

場

10
月
26
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分
～
居
組
線

浜
坂
西
小
・
浜
中
居
組
農
村
婦
人
の
家

27
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
～
久
斗
山
線

浜
坂
東
小
・
浜
中
浜
坂
東
小
学
校

午
後
７
時
～

三
尾
線

28
日
（
木
）
午
後
７
時
～

伊
角
線

温
小
・
夢
中

熊
谷
公
民
館

29
日
（
金
）
午
後
７
時
～

照
来
循
環
線
照
小
・
夢
中

照
来
小
学
校

11
月
1
日
（
月
）
午
後
１
時
～

浜
坂
温
泉
線
浜
坂
北
小
・
浜
中 

・
浜
坂
こ
ど
も
園

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

午
後
３
時
30
分
～
田
井
線

午
後
７
時
～

浜
坂
温
泉
線
浜
坂
南
小
・
浜
中
浜
坂
南
小
学
校

2
日
（
火
）
午
後
７
時
～

八
田
線

奥
八
小
・
夢
中

奥
八
田
小
学
校

4
日
（
木
）
午
後
７
時
～

海
上
線

奥
八
小
・
夢
中

海
上
公
民
館

5
日
（
金
）
午
後
７
時
～

浜
坂
温
泉
線
温
小

町
民
セ
ン
タ
ー

8
日
（
月
）
午
後
７
時
～

八
田
線

八
田
小
・
夢
中

八
田
小
学
校

9
日
（
火
）
午
後
７
時
～

春
来
線

温
小
・
夢
中

春
来
公
民
館

夢
つ
ば
め
住
民
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課　

企
画
政
策
係　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
４

　

住
民
の
皆
様
に
夢
つ
ば
め
の
運
行
実

態
を
お
知
ら
せ
し
、
来
年
の
本
格
運
行

の
利
便
性
の
向
上
と
効
率
化
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
う
た
め
、「
夢
つ
ば
め

住
民
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃

の
運
行
と
あ
わ
せ
て
、
将
来
の
夢
つ
ば

め
運
行
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

乗
っ
て
守
ろ
う
！　
　

　

   

み
ん
な
の
夢
つ
ば
め

　

夢
つ
ば
め
は
、
地
域
の
活
性
化
や
子

ど
も
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
と
し
て
大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町

の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
今
後
も
大

き
な
赤
字
を
抱
え
な
が
ら
運
行
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
利
用
者
が
減
少
し
、

運
行
経
費
が
増
加
す
る
現
状
で
は
、
運

行
路
線
維
持
に
向
け
た
効
率
化
を
進
め

る
こ
と
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
に
つ

い
て
は
、各
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

町政のうごきから

　

そ
こ
で
来
年
４
月
以
降
は
、
利
用
実

態
が
基
準
以
下
の
路
線
で
は
、
児
童

生
徒
の
通
学
な
ど
に
必
要
な
便
を
維
持

し
、
そ
の
他
は
減
便
等
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
町
は
、
交
通
弱
者
等
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
減
便
や
廃
止

を
進
め
る
よ
り
、
ま
ず
新
規
利
用
者
の

開
拓
等
に
よ
っ
て
利
用
者
を
増
や
し
、

収
入
を
増
や
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
普
段
は
自
家
用
車
通
勤
す

る
方
々
が
、
通
勤
定
期
や
回
数
券
を
購

入
し
、
週
１
回
以
上
は
夢
つ
ば
め
を
利

用
す
る
な
ど
、
住
民
全
体
が
積
極
的
に

利
用
し
、
運
行
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

町
民
全
体
が
、「
将
来
は
乗
る
か
ら

必
要
だ
け
れ
ど
、
今
は
乗
ら
な
い
」
と

い
う
意
識
を
変
え
て
、「
乗
っ
て
守
ろ

＜ 平日需要基準以下の便（H22.4.1 ～ H22.8.31） ＞

路線名 平日運
行便数

平日基準以
下の便数 基準以下の便の内容

春来線 6 2 朝の春来行き１便と昼の湯村行
き１便

田井線 10 2 夕方の２便
伊角線 6 1 夕方の１便

居組線 17 6 朝の居組行き２便、昼の浜坂行
き４便

海上線 9 4 始発を除く海上から八田コミセ
ン・湯村に向かう便

八田線 11 3 青下行きの始発と夕方の湯村行
き２便

平日運行基準を満たさない便も

う
！
み
ん
な
の
夢
つ
ば
め
」
を
合
言
葉

に
、
夢
つ
ば
め
の
運
行
維
持
に
向
け
て

に
今
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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新
温
泉
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
②　

 
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
者
が

　
　

                    

決
定
し
ま
し
た

　

広
報
９
月
号
で
、
浜
坂
地
域
全
域
を
対
象
と
し
た
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。今
回
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、施
設
整
備
か
ら
サ
ー

ビ
ス
提
供
ま
で
の
一
連
の
事
業
提
案
を
求
め
、
事
業
者
を
特
定

す
る
「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
※
」
を
実
施
し
、
選
考
を
行
っ

た
結
果
、
実
施
事
業
者
を
㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
に
特
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
町
と
同
社
と
の
間
で
事
業
実
施
に
向

け
て
の
基
本
協
定
を
締
結
し
、
平
成
24
年
４
月
の
サ
ー
ビ
ス
開

始
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
民
設
民
営
方
式
に
よ
っ
て
実
施
す
る
た
め
、
町

は
通
信
施
設
等
の
資
産
を
所
有
す
る
こ
と
な
く
、
光
フ
ァ
イ
バ

に
よ
る
通
信
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
、
施
設
の
整
備
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
全
て
同
社
が
担
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

　

今
年
８
月
、「
新
温
泉
町
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
者
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
」
を
実
施
し
、
提
案
参
加
事
業
者
の

募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
２
社
か
ら
提

案
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
９
月
６

日
に
民
間
委
員
を
含
む
５
名
の
審
査
委

員
（
委
員
長　

田
辺
武
則
副
町
長
）
が
、

提
案
内
容
の
審
査
を
行
い
、
最
優
秀
提

案
事
業
者
を
特
定
し
ま
し
た
。

　

㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
の
提
案
に

は
、
事
業
費
の
低
減
策
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
価
格
等
に
つ
い
て
多
く
の
委
員
が

高
く
評
価
し
、
他
地
域
で
の
同
種
業
務

の
実
績
や
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
多
角
的
利

用
な
ど
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
経
過
及
び
審
査
会
の
講
評
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

　

本
町
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

本
町
が
仕
様
書
で
求
め
た
「
光
フ
ァ
イ

バ
に
よ
る
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」、

「
Ｉ
Ｐ
電
話
」
を
は
じ
め
、
同
社
が
営

業
展
開
し
て
い
る
通
常
の
エ
リ
ア
と
同

様
に
、「
光
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
も
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
利
用
者
は
同
社

の
通
常
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
既
に
提
供
さ
れ
て
い
る

他
地
域
と
同
じ
条
件
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

整
備
に
か
か
る
事
業
費

　

今
回
の
事
業
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
敷
設
な
ど
、
整
備
に
か
か
る
総
事

業
費
は
３
億
４
０
０
万
円
で
、
こ
の
う

ち
町
が
１
億
８
９
０
０
万
円
を
同
社
に

補
助
し
ま
す
。
補
助
に
は
、
合
併
後
の

地
域
の
一
体
性
の
確
立
や
均
衡
あ
る
発

展
に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め

の
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、

「
合
併
特
例
債
」
を
活
用
し
ま
す
。
こ

の
合
併
特
例
債
の
７
割
に
つ
い
て
は
、

後
に
地
方
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
還
付

さ
れ
、
町
の
財
政
負
担
が
大
き
く
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
同
社
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　

複
数
の
業
者
か
ら
企
画
提
案
や
技
術

提
案
を
受
け
、
提
案
内
容
に
つ
い
て
価

格
の
み
で
は
な
く
総
合
的
に
評
価
し
、

企
画
内
容
や
業
務
遂
行
能
力
が
最
も
優

れ
た
者
を
特
定
す
る
手
続
き
の
こ
と

―

問
い
合
わ
せ―

　
　
　
　
　
　

　

企
画
課　

通
信
基
盤
整
備
係　
　

　

℡ 

82
‐
５
６
２
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町政のうごきから
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広報しんおんせん（10月号）

町政のうごきから
  

平
成
22
年
度
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
  

ワ
ク
チ
ン
接
種
（
予
防
接
種
）
が
始
ま
り
ま
し
た

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
か
っ
て
も

重
症
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
混
合
し
た
「
３
価
ワ

ク
チ
ン
」
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
使
用
し
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
「
１
価
ワ

ク
チ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
あ
く
ま
で
も
個

人
の
意
思
で
希
望
者
に
接
種
を
行
う
も

の
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
の
方

は
、
受
託
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

す
こ
や
か
～
に

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０

　

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

①
「
３
価
ワ
ク
チ
ン
」
‥
‥
従
来
の
季

節
性
（
Ａ
香
港
・
Ｂ
）
に
新
型
が
一

緒
に
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン

②
「
１
価
ワ
ク
チ
ン
」
‥
‥
新
型
の
み

の
ワ
ク
チ
ン

※
今
年
度
は
季
節
性
の
み
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
原
則
「
３
価
ワ

ク
チ
ン
」
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
回
数

　

・
０
歳
か
ら
13
歳
未
満	　

２
回

　

・
13
歳
以
上	

１
回

　

※
13
歳
以
上
で
基
礎
疾
患
が
あ
る
方

は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
２
回
接
種

も
で
き
ま
す
。

接
種
期
間

　

平
成
22
年
10
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
31
日

　

接
種
費
用
（
自
己
負
担
額
）

◇
65
歳
以
上
の
方　

２
，
０
０
０
円

◇
65
歳
未
満
の
方

　

・
１
回
目　

３
，
６
０
０
円

　

・
２
回
目　

２
，
５
５
０
円

　

た
だ
し
、
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機

関
で
接
種
す
る
場
合
は
３
，６
０
０
円
。

接
種
費
用
の
軽
減

　

生
活
保
護
世
帯
と
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま

す
。　

◇
接
種
券
に
よ
る
助
成

　
　
　
　
　
　
（
町
内
医
療
機
関
の
み
）

　

接
種
券
を
医
療
機
関
に
提
出
す
る
こ

と
で
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
接
種
前
に
接
種
券
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
が
必
要
）

◇
接
種
後
の
払
い
戻
し　

　

い
っ
た
ん
費
用
を
支
払
っ
て
い
た
だ

き
、
後
日
払
い
戻
し
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。（
予
防
接
種
済
証
、
領
収
書
、

印
鑑
、
振
込
口
座
番
号
が
必
要
。
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
）

※
町
外
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
郡
内
の
医
療
機

関
（
香
住
区
を
除
く
）
で
12
月
末
ま
で

　＜ 町内新型インフルエンザ予防接種　受託医療機関 ＞
医療機関名 電話番号 注意点 医療機関名 電話番号 注意点

 沢田医院 92-2653  浜辺医院 82-1224
 古澤クリニック 92-2600  瀧医院 82-1272
 湯村温泉病院 92-0351  高木医院 82-3001

 照来診療所 92-1080 かかりつけ
の方のみ

 あおぞらこども
 クリニック 82-0349

 八田診療所 93-0001  浜坂七釜温泉病院 82-1398 かかりつけ
の方のみ

 岸田出張診療所 93-0650  公立浜坂病院 82-1611 高校生以上

に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。　
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湯
村
温
泉
と
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て　

　
　

湯
村
温
泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
信
金
が
協
力

　

春
来
の
国
道
９
号
と
県
道
湯
谷
和
田

線
を
つ
な
ぐ
湯
谷
交
差
点
に
、
右
折

レ
ー
ン
が
新
設
さ
れ
、
９
月
14
日
に
開

通
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
春
来

地
区
に
向
か
う
た
め
停
止
し
て
い
た
右

折
車
両
に
、
後
続
車
が
追
突
す
る
事
故

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
来
区

な
ど
が
専
用
車
線
設
置
を
要
望
し
て
い

ま
し
た
。

　

国
が
今
年
３
月
か
ら
工
事
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、
新
設
さ
れ
た
右
折
レ
ー

ン
の
長
さ
は
50
ｍ
。こ
の
完
成
に
よ
り
、

右
折
待
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
事
業
を
行
っ
た
国

土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
や
町

長
、
議
長
、
地
元
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

町
内
に
２
つ
あ
っ
た
浜
坂
町
、
温
泉

町
の
商
工
会
が
合
併
し
、10
月
1
日「
新

温
泉
町
商
工
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

会
員
数
は
約
６
０
０
人
で
、
新
会
長
に

湯
の
猪
坂
悦
司
さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。
本
所
は
、
浜
坂
の
旧
浜
坂
町
商
工

会
館
、
支
所
は
湯
の
旧
温
泉
町
商
工
会

館
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
を
記
念
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
地
域
商
品
券
（
３
０
０
０
セ
ッ

ト
）
の
販
売
が
ス
タ
ー
ト
。
販
売
会
場

　

湯
村
温
泉
と
周
辺
地
域
の
観
光
活
性

化
研
究
事
業
の
覚
書
調
印
式
が
９
月

３
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
湯

村
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
但
馬
信
用
金

庫
、
鳥
取
信
用
金
庫
、
信
金
中
央
金
庫

神
戸
支
店
が
覚
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

湯
村
温
泉
な
ど
の
観
光
の
活
性
化
を

め
ざ
し
て
、
地
元
観
光
関
係
者
と
信

用
金
庫
が
連
携
協
力
す
る
事
業
で
、
信

金
の
支
援
を
受
け
て
研
究
す
る
も
の
で

す
。
事
業
内
容
は
観
光
協
会
や
旅
館
料

飲
組
合
、
商
工
会
な
ど
の
関
係
者
と
信

金
の
関
係
者
が
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
組
織
し
て
、
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
で
活
性
化
策
を
検
討
。月
１
、２

回
の
会
合
を
開
い
て
、
多
く
の
ア
イ
デ

ア
を
集
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
来
年

春
に
案
を
公
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

町政のうごきから

国
道
９
号
湯
谷
交
差
点
に　

　
　
　

右
折
専
用
レ
ー
ン
完
成

新
温
泉
町
商
工
会
が
10
月
1
日
発
足　
　

　
　

記
念
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
を
発
売

左から松田博之事務局長、朝野泰昌副会長、
猪坂悦司会長、岡本町長、仲山茂生副会長、
谷田一富筆頭理事

と
な
っ
た
本
所
に
は
、
商
品
券
を
買
い

求
め
る
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
購

入
者
に
は
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の
苗
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
新
商
工
会
の
誕
生
を
祝

い
ま
し
た
。

　

※
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
は

経
費
の
一
部
を
町
が
補
助
し
て
い
ま

す
。

▼地域商品券の購入に長蛇の列が

覚書調印後に手を取り合う関係者
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第
５
回
町
子
牛
共
進
会
を
開
催

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
発
育
も
い
い
子
牛
で
す

　

第
５
回
町
子
牛
共
進
会
が
９
月
14
日
、
歌
長
の
美
方
郡
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
今
年
１
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
79
頭
が
、
体
型
や
発
育
状
況
、

体
の
バ
ラ
ン
ス
、
毛
並
み
な
ど
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
は
、
酷
暑
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
発
育
も
よ
く
て
体
積
も
あ
り
、
体
の
バ
ラ
ン
ス

も
良
く
、
暑
さ
の
影
響
は
な
い
と
の
講
評
で
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
種
牛
の
部
１
部
】（
今
年
１
月
か
ら
３
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス
、
５
月
末
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
た
オ
ス　

47
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

み
や
い
ち　
　
　

中
辻
・
安
田
洋
一

　
　
　
　
　

二
席　

ひ
さ
ふ
く
と
し　

飯
野
・
中
井
豊
枝

　
　
　
　
　

三
席　

つ
つ
じ
２　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

四
席　

も
と
ひ
め
２　
　

多
子
・
竹
下
千
江
子

　
　
　
　
　

五
席　

と
し
え　
　
　
　

塩
山
・
山
本
智
明

　
　
　
　
　

六
席　

ち
は
る
７
の
２　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

七
席　

ま
り
な
３
の
３　

中
辻
・
高
美　

治

　
　
　
　
　

八
席　

ご
い
ち
よ
４　
　

春
来
・
福
井
清
溢

【
肉 

用 

牛 

の 

部 

】（
概
ね
７
月
末
ま
で
に
去
勢
し
た
牛　

16
頭
）

　

金　

賞　

一
席　

美
幸　
　
　
　
　

中
辻
・
高
美
萬
喜
子

　
　
　
　
　

二
席　

宮
福　
　
　
　
　

春
来
・
田
中
房
夫

　
　
　
　
　

三
席　

照
福　
　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

四
席　

芳
月　
　
　
　
　

塩
山
・
山
本
智
明

　
　
　
　
　

五
席　

菊
俊
照　
　
　
　

久
斗
山
・
中
村
文
吾

　
　
　
　
　

六
席　

福
美　
　
　
　
　

海
上
・
池
成
鉄
司

【
種
牛
の
部
２
部
】（
４
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
メ
ス　

16
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

ふ
く
か
ね
６　
　

飯
野
・
寺
谷　

進

　
　
　
　
　

二
席　

て
る
ひ
さ
ま
る　

久
斗
山
・
中
村
重
千

　
　
　
　
　

三
席　

こ
す
ぎ
３
の
４　

春
来
・
田
中
房
夫

　

種
牛
の
部
１
部
の
一
等
賞
一
席
に
選

ば
れ
た
「
み
や
い
ち
」
を
育
て
た
安
田

洋
一
さ
ん
は
、「
牛
舎
で
は
、
扇
風
機

で
風
通
し
を
良
く
し
た
。
体
調
管
理
に

気
を
配
っ
た
の
で
食
欲
も
落
ち
な
か
っ

た
。愛
情
を
注
い
で
育
て
て
き
た
の
で
、

初
め
て
の
最
高
賞
を
い
た
だ
け
て
と
て

も
う
れ
し
い
。」
と
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

広報しんおんせん（10月号）

町政のうごきから

湯
村
温
泉
但
馬
ビ
ー
フ
の
証
明

ロ
ゴ
入
り　
　
　
　
　

　

認
定
シ
ー
ル
を
新
調

　

但
馬
ビ
ー
フ
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及

と
消
費
拡
大
の
た
め
、「
湯
村
温

泉
但
馬
ビ
ー
フ
流
通
振
興
協
議

会
」
が
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
認
証

シ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。
協
議
会

メ
ン
バ
ー
の
食
肉
販
売
店
な
ど

で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
精

肉
に
貼
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
湯
村
温
泉
但
馬
ビ
ー
フ
〟
と
は

　

県
内
産
の
純
潔
の
黒
毛
和
牛
を

但
馬
地
域
内
で
10
カ
月
以
上
肥

育
し
、
県
内
の
食
肉
セ
ン
タ
ー

に
出
荷
し
た
牛
で
、
肉
質
が
３

等
級
以
上
の
肉

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
林
水
産
課　

畜
産
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
６

種
牛
の
部
１
部
の
一
等
一
席
に
選
ば
れ

た
「
み
や
い
ち
」
と
安
田
洋
一
さ
ん

H22（2010）.10.14
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広報しんおんせん（10月号）

町政のうごきから

　　　　　　　国内外から 1653 作品

第 11 回宇野雪村賞全国書道展の入賞者決定
　郷土の先人で書家の宇野雪村先生を顕彰する
とともに書道の普及を図る目的で行っている

「宇野雪村賞全国書道展」の入賞作品が決まり、
最優秀の宇野雪村賞・文部科学大臣賞に神戸市
須磨区の野村千恵子さんの作品「流れる」が選
ばれました。
　今年は、将来を拓く明るい文字を選び、「新」

「響」「道」を規定課題としました。外国からの
応募もあり、一般の部 1,163 点、学生の部 490
点、合計 1,653 点と過去 2 番目になりました。
　大楽華雪審査委員長（雪村先生が結成した奎
星会の会長）は、雪村賞の野村さんの作品に対
して「白を生かし、紙面にがっちりした造形を
写実に表現しきった見事な作品で、書の古典の
学習で鍛えた深くゆるぎない線質がこの作品を
高い境地に仕上げている。」と講評されました。

人
事
異
動
（
4
月
1
日
付
）

　
　
　
（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）

▽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
温
泉

幼
稚
園
長　

上
原
夏
美
（
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
総
括
主
任
教
諭
）
▽
農
林

課
主
査　

中
島
秀
文（
出
納
室
主
査
）

▽
出
納
室
主
査　

浅
田
紀
行
（
福
祉

課
主
査
）
▽
振
興
課
自
動
車
運
転
手

兼
用
務
員　

大
田
秀
幸
（
介
護
老
人

保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
自
動
車
運
転
手

兼
用
務
員
）
▽
介
護
老
人
保
健
施
設

さ
さ
ゆ
り
自
動
車
運
転
手
兼
用
務
員

　

西
澤
尊
（
振
興
課
自
動
車
運
転
手

兼
用
務
員
）

【
退
職
（
３
月
31
日
付
）】

馬
場
恵
子
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
温
泉
幼
稚
園
長
）

宇
野
雪
村
賞
作
品
展

　

特
別
賞
入
賞
作
品（
一
般
の
部
19
点
、

学
生
の
部
11
点
）
の
作
品
展
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

迫
力
あ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

　

10
月
31
日
（
日
）
～
11
月
10
日
（
水
）

　

※
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
・
以
命
亭
ホ
ー
ル

第
８
回
新
温
泉
町　
　

　

小
中
学
生
書
作
品
展

　

雪
村
賞
全
国
書
道
展
の
協
賛
事
業
と

し
て
、
書
道
を
広
く
広
め
る
た
め
、
町

内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
作
品
展
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
長
賞
、
奨
励
賞
、
入
選
作
品
約

１
６
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
浜
坂
会
場
】

▼
と
き　

10
月
16
日（
土
）～
26
日（
火
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

【
温
泉
会
場
】

▼
と
き　

11
月
９
日（
火
）～
19
日（
金
）

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０

宇野雪村賞・文部科学大臣賞受賞作品『流れる』

宇野雪村先生（1912 ～ 95）
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８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」　

推
進
強
調

月
間
中
に
、
町
民
の
人
権
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
一
番
関
心
の
高
い
、

障
が
い
者
問
題
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
権
学
習
会
を
開
催
し
、
８
地
区
・
２
団

体
で
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
３
１
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
人
権
啓
発
ア
ニ
メ　
「
風
の
旅
人
」
や
「
桃
色
の
ク
レ
ヨ
ン
」

を
視
聴
後
、町
人
権
啓
発
指
導
員
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

皆
さ
ま
の
感
想
や
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
も
身
近
な
地
域
で
、
人
権
学
習
会
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
人
権
学
習
の
機
会
を

　
　
　
　

ア
ニ
メ
ド
ラ
マ
「
風
の
旅
人
」「
桃
色
の
ク
レ
ヨ
ン
」
人
権
学
習
会
を
開
催

■
障
が
い
を
も
っ
て
生
れ
て
き
て
も
、

自
立
し
て
い
こ
う
と
力
い
っ
ぱ
い

生
き
て
い
く
様
子
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
お
互
い
に
助
け
た
り
助
け
ら
れ

た
り
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
良
い
関
係
を
作
っ
て
、
い
き
い
き

し
た
明
る
い
町
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

■
実
話
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
よ
り
心
に
グ
ッ

と
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
障
が
い
者
も
含
め
、

い
ろ
い
ろ
な
違
い
の
人
権

問
題
に
、
し
っ
か
り
と
向

き
あ
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

■
自
立
と
孤
立
の
違
い

や
、
人
を
信
じ
て
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
自
分
の
生
き

方
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

■
重
度
障
が
い
を
も
ち
な
が
ら
、
た
く

さ
ん
の
人
の
優
し
さ
に
触
れ
ら
れ
た

主
人
公
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
も
っ
と
優

し
い
心
を
も
っ
て
、
人
生
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
・
助
言
者

の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

　

風
の
旅
人

■
年
を
重
ね
る
と
物
事
を
先
入
観
で
見

て
し
ま
い
、
勝
手
な
物
差
し
で
相
手

の
こ
と
を
測
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
、気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

■
子
ど
も
達
の
心
の
変
化
に
、
私
達

も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

  

桃
色
の
ク
レ
ヨ
ン

す
。
先
入
観
で
物
事
を
考
え
ず
、
接

し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

■
外
見
や
肩
書
き
、
国
籍
等
々
に
と
ら

わ
れ
ず
「
そ
の
人
」
を
正
く
見
る
こ

と
の
大
切
さ
を
ビ
デ
オ
で
改
め
て
認

識
し
、
自
分
の
日
常
生
活
に
活
か
し

て
い
こ
う
と
強
く
思
っ
た
。

■
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
同

じ
地
域
で
暮
ら
し
て
こ
そ
、
理
解
し

合
え
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
思
い
ま

し
た
。

■
五
体
満
足
に
と
思
っ
て
い
た
が
、
体

だ
け
満
足
で
は
い
け
な
い
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
も
っ
と
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

多くの参加者があった浜坂地区
人権学習会

町政のうごきから
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平
成

21
年
度
決
算
報
告

　

わ
が
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
21
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
11
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳

入
１
５
７
億
７
５
６
７
万
円
、
歳
出
１
５
５
億
６
９
３
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
き
、
22
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
結
果
、

１
億
１
９
５
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
方
財
政
統
計
上
活
用
さ
れ
る
「
普
通
会
計
」
と
い
う
会
計
区
分

に
よ
り
、
21
年
度
の
決
算
・
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
歳
入
】　

　

町
税
は
15
億
１
９
３
5
万
円
（
前

年
度
比
4.3
％
の
減
）、
全
体
の
約
14
％

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
う
ち
最

も
大
き
な
も
の
は
地
方
交
付
税
で
、

46
億
４
４
４
4
万
円
（
同
4.4
％
の
増
）

と
全
体
の
約
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

国･

県
支
出
金
は
、
国
に
よ
る
経
済

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
建
設
事
業
を
積

極
的
に
実
施
し
た
た
め
、
国
庫
支
出
金

が
15
億
１
２
０
６
万
円
（
同

281
・
２
％

の
増
）
と
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
県
支

出
金
も
７
億
２
４
６
1
万
円
（
同
30
・

６
％
の
増
）
と
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

合
わ
せ
る
と
約
21
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
借
金
で
あ
る
町
債
は
、

９
億
３
７
３
７
万
円
（
同
52
・
１
％
の

増
）借
り
入
れ
ま
し
た
。御
火
浦
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
浜
坂
中
学

校
耐
震
補
強
改
造
、
公
共
街
路
事
業
に

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
で
は
平
成
20
年
度
に
比
べ

て
17
億
１
０
３
５
万
円
（
対
前
年
度
比

19
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
町
税
な
ど
町
独
自
で
収
入
す

る
自
主
財
源
が
全
体
の
約
23
％
で
、
残

り
は
地
方
交
付
税
な
ど
国
・
県
か
ら
の

収
入
や
借
入
金
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、

国
の
制
度
改
革
の
動
き
に
大
き
く
影
響

さ
れ
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
道
路
・
学
校
の
建
設
や

農
林
水
産
基
盤
整
備
な
ど
社
会
資
本

の
整
備
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
あ

た
る
投
資
的
経
費
が
19
億
１
８
６
９
万

円
（
前
年
度
比

195
・
８
％
の
増
）
と
最

も
多
く
、
浜
坂
中
学
校
耐
震
補
強
改
造

工
事
、
道
路
改
良
工
事
、
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
、
御
火
浦
コ
ミ
ュ
ニ

　
　

普
通
会
計
の
決
算
状
況

町政のうごきから

地方交付税
46 億 4,444 万円
43.4％

町税
15 億 1,935 万円
14.2％

普通会計

歳入
106 億 9,798 万円

普通会計

歳出
105 億 5,113 万円

普通建設事業費
18 億 9,826 万円
18.0％

物件費
13 億 9,944 万円
13.2％

人件費
17 億 3,064 万円
16.4％

町債
9 億 3,737 万円
8.8％

県支出金
7 億 2,461 万円
6.8％

分担金及び負担金
1,490 万円
0.1％

使用料及び手数料
3 億 6,291 万円
3.4％

国庫支出金
15 億 1,206 万円
14.1％

諸収入
　4 億 156 万円
　3.8％

繰入金
3,605 万円
0.3％

財産収入・寄付金
4,293 万円
0.4％

維持補修費
6,704 万円
0.6％

補助費等
13 億 7,093 万円
13.0％

扶助費
5 億 4,338 万円
5.2％公債費

16 億 6,602 万円
15.8％積立金

8,420 万円
0.8％

投資及び出資金、貸付金
3 億 8,826 万円
3.7％

災害復旧事業費
2,043 万円
0.2％

譲与税・交付金
3 億 7,152 万円
3.5％

繰出金
13 億 8,253 万円
13.1％

繰越金
1 億 3,028 万円
1.2％
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平成 21 年度決算の詳細は、役場と温泉総合支所で閲覧でき
るほか、町ホームページに掲載しています。
　　　　　　　　　　―問い合わせ　―
　　　　　　　　総務課　財政係　℡ 82-3111

年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

起債制限
比率

実質公債費
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 21 年度 91.3 15.6 12.4 18.9 0.314 1.0
平成 20 年度 94.1 17.4 13.9 18.8 0.330 0.6
平成 19 年度 94.2 17.8 14.7 18.3 0.325 0.6

用語解説

経常収支比率　町税、地方交付税を
中心とする経常一般財源が、人件費、
扶助費、公債費のような義務的経費
にどの程度消費されているかによっ
て、財政構造の弾力性を判断するも
の。
公債費比率　公債費（町債の元利償
還に必要な経費）に充当された一般
財源の一般財源総額に占める割合。
起債制限比率　地方債の許可制限に
係る指標として地方債許可方針に規
定されたもの。20％以上なら起債制
限が適用される。
実質公債費比率　地方債の許可制度
が協議制度に移行したことに伴う新
たな指標。25％以上 35％未満の団体
は一部起債の制限を受け、35％以上
の団体は大幅な起債制限を受ける。
財政力指数　地方交付税法の規定に
より算出された数値の過去３ヵ年の
平均値で、財源の余裕度を判断する
もの。
実質収支比率　標準財政規模に対す
る実質収支額の割合をいう。
※標準財政規模とは、地方公共団体

の一般財源の標準規模を示したも
ので、通常水準の行政活動を行う
上に必要な一般財源の総量をいう。

※経常収支比率、公債費比率、起債
制限比率、実質公債費比率は低い
方が良いが、実質収支比率、財政
力指数は大きい方が良い。

（一般会計・特別会計） （単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収 入 支 出 収 入 支 出
浜坂温泉配湯事業会計 44,405 41,345 242 1,450
水道事業会計 317,003 319,675 70,311 202,152
公立浜坂病院事業会計 1,095,470 1,262,389 223,793 222,124

（企業会計） （単位：千円）

◆財政構造 （単位：％）

　

経
常
収
支
比
率
は
、
91
・
３
％
で
前

年
度
に
比
べ
て
2.8
％
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
要
因
は
、
分
母
と
な
る
普
通

交
付
税
が
大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、
分

子
と
な
る
行
政
改
革
に
伴
う
人
件
費
、

物
件
費
、
公
債
費
な
ど
を
抑
え
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
（
平
成
21

年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
平
均
）は
18
・
９
％

と
な
り
、
0.1
％
上
昇
し
ま
し
た
。

会　　計　　名 歳入総額（A）歳出総額（B）（A) － (B） 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一 般 会 計 10,945,566 10,817,334 128,232 86,773 41,459
特 別 会 計 4,830,105 4,752,059 78,046 0 78,046

国民健康
保険事業

事業勘定 1,870,536 1,830,997 39,539 0 39,539
照診施設勘定 44,012 44,012 0 0 0
八診施設勘定 31,300 31,300 0 0 0
歯科診施設勘定 59,411 59,411 0 0 0

老人保健事業 9,757 9,757 0 0 0
後期高齢者医療事業 183,582 181,697 1,855 0 1,855
介護保険事業 1,313,620 1,304,744 8,876 0 8,876
浜坂地区残土処分場事業 64,498 60,952 3,546 0 3,546
温泉地区残土処分場事業 39,034 24,757 14,277 0 14,277
コミュニティ ･ プラント事業 109,424 108,637 787 0 787
宅地造成事業特別会計 5,700 5,698 2 0 2
簡易水道事業 91,756 89,308 2,448 0 2,448
七釜温泉配湯事業 13,274 9,388 3,886 0 3,886
下水道事業 994,201 991,401 2,800 0 2,800

合　　　計 15,775,671 15,569,393 206,278 86,773 119,505

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
次
い
で
、
職
員
等
の
人
件

費
が
17
億
３
０
６
４
万
円
（
同
3.4
％
の

減
）、
借
入
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費

が
16
億
６
６
０
２
万
円（
同
1.5
％
の
増
）

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
早
期
退
職
の
実
施
や
欠

員
補
充
を
抑
制
し
た
こ
と
に
よ
り
、
職

員
数
で
６
名
、
約
６
千
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費
が
0.9
％
減

少
し
ま
し
た
。

【
町
債
と
基
金
】

　

平
成
21
年
度
末
の
町
債
残
高
は

147
億
２
１
１
７
万
円
と
な
り
、
前
年
度

末
に
比
べ
約
４
億
５
８
６
５
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

ま
た
基
金
の
残
高
は
10
億
５
９
５
５

万
円
で
す
。

　

財
政
構
造
の
分
析　

町政のうごきから



  
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、「
健
全
化
判

断
比
率
」
と
呼
ば
れ
る
４
つ
の
指
標
の
算
定
・
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
４
つ
の
指
標
の
う
ち
、
１
つ
で
も
国
の
定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入
や
、
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務
な
ど

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
21
年
度
決
算
で
は
、
す
べ
て
の
指
標
で
国
が
定
め
る
基
準
を
下
回
り

ま
し
た
。
財
政
は
健
全
な
状
態
と
い
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
を
そ
の
算

定
資
料
と
と
も
に
監
査
委
員
の
審
査
に

付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し

て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

①
実
質
赤
字
比
率

　

本
町
は
、
赤
字
額
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

本
町
は
、
連
結
実
質
赤
字
額
が
あ
り

ま
せ
ん
。　

④
将
来
負
担
比
率

　　

平
成
20
年
度
の
１
６
７
・
０
％
か
ら

１
７
６
・
８
％
に
増
加
し
ま
し
た
が
、

基
準
の
３
５
０
％
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

（
町
の
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収

入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一
般

財
源
の
規
模
を
示
す
も
の
）
に
対

す
る
比
率
で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等

を
行
う
町
の
一
般
会
計
等
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営

の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と

も
い
え
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
町
の
全

会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額

又
は
資
金
の
不
足
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字

を
合
算
し
、
町
全
体
と
し
て
の
赤

字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
町
全

体
と
し
て
の
財
政
運
営
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま

す
。

　

地
方
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ

て
い
る
出
資
法
人
等
に
係
る
も
の

も
含
め
、
町
の
一
般
会
計
等
が
将

来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の

標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額

に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金

（
地
方
債
）
や
将
来
支
払
っ
て
い

く
可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時

点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来

財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合

い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る

元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金

の
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た

額

※

に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額

及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
程
度

を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
起
債
に

協
議
を
要
す
る
団
体
と
許
可
を
要

す
る
団
体
の
判
定
に
用
い
ら
れ
る

地
方
財
政
法
の
実
質
公
債
費
比
率

と
同
じ
で
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還

金
等
に
係
る
基
準
財
政
需
要
額

算
入
額
を
控
除
し
た
額
（
将
来

負
担
比
率
に
お
い
て
同
じ
）

　

平
成
20
年
度
の
18
・
８
％
か
ら
18
・

9
％
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
基
準
の

25
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

町政のうごきから
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資
金
不
足
比
率
の
概
要

①
資
金
不
足
比
率

　　

本
町
は
、
公
立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
に
1
・
9
％
（
基
準
は

20
％
）
の
資
金
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
に
は
資

金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

用語解説
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標の
総称

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実質
赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会計
のうち、地方公営事業会計以外のもの

実質赤字額　　当該年度に属すべき収入と支出との実質
的な差額をみるもので、形式収支から、翌年度に繰
り越すべき継続費逓次繰越や繰越明許費繰越等の財
源を控除した額

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもの
で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。本町は、水道事業や浜坂温泉配
湯事業、公立浜坂病院事業の 3 事業がある。

資金の不足額　　公営企業ごとに資金収支の累積不足額
を表すもの

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支が不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況において、
自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基
準として定められた数値

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい不
均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが困
難な状況において、計画的にその財政の健全化を図
るべき基準として定められた数値

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準として、
資金不足比率について定められた数値

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 21 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.24 20
連結実質赤字比率 － 19.24 40
実質公債費比率 18.9 25 35
将来負担比率 176.8 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と

記載しています。

２．資金不足比率 （単位：％）

特別会計の名称 平成 21 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 1.9 20
簡易水道事業特別会計 － 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
宅地造成事業特別会計 － 20
※資金不足が生じない場合は、「－」と記載しています。

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以
下のとおりです。

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問い合わせ―
総務課　財政係

　℡８２‐３１１１

町

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計 一般会計
等

特別会計

公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

資
金
不
足
比
率

うち
公営企業
会計

　

町
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
で

あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状

態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

町政のうごきから
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加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

おじさんとおばさん
平 安寿子著／朝日新聞出版

５０歳代は立派なおじさんとおばさんで、
人生の中でも一番大変な時。でも、妙に
人恋しくて、せつない第二の思春期のよ
うでもある。青春時代のテレビ番組や漫
画、流行歌を思い出すと懐かしくて心が
温かくなる。５０歳代に贈る、愛と希望
の応援小説。

余命半年―満ち足りた人生の終わり方―
　大津秀一著／ソフトバンク新書

「余命半年」と宣告されたら、あなたは、
何を思い、行動しますか？より良い死を
迎えるために大事なことは、[ 老いること・
病気になること・死ぬこと ] について今
から考えていくことです。沢山の末期が
んの患者に接してきた著者の言葉が心に
響く１冊。

正しく知る不安障害
　水島広子著／技術評論社

「不安」について考えてみませんか？「不
安障害」という病気についてはもとより、
自分や身近な人が不安傾向が強いことが
気になっている人におすすめです。正し
く理解すればもっと生きやすくなりま
す。読むだけで不安が軽くなる本。

ガラガラヘビの味―アメリカ子ども詩集―
アーサー・ビナード編／岩波書店

ガラガラヘビってどんな味？実はとって
も身近な食べ物に似ています。タイトル
の「ガラガラヘビの味」を含め、小学生
から老若男女まで「おもしろいよ！」と
すすめたい、楽しくって、ちょっぴりジー
ンとするアメリカの詩人の選りすぐり詩
集。

とちのき
いまき みち作・絵／そうえん社

みなちゃんの家にある一本のとちの木。
春にはかわいい花が咲いて、夏には木陰
を作ってくれて、秋にはとちの実がなり
ます。みなちゃんも、とちの木と一緒に
大きくなります。さて冬にはいったいと
ちの実で何ができるでしょうか？

  特別おはなし会 　　        　      
ぶんちゃんのおはなしポケットのメン
バーと職員による特別おはなし会。何
が飛び出すやら内容は盛りだくさん。
みなさんぜひお越しください。

『どうぶつがいっぱい』他
◆と 　き　10月23日（土）午後２時～

おはなし会　　　              　
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『あぶくたった』 他
◆と 　き　11月13日（土）午後２時～

休館日のお知らせ　　　　   

11 月 15 日（月）～ 30 日（火）は、
蔵書点検と図書館システムの更新の
ため、長期休館します。

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 18

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

は休館日
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町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

釜
屋
の
橋
の
下
に
は
茶
褐
色
の
溶
岩

（
約
２
千
万
年
前
）
に
で
き
た
波は

食
し
ょ
く

棚だ
な

（
波
が
削
っ
た
平
ら
な
棚
）
の
上
に

足
跡
の
よ
う
な
穴
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
二
つ
の
穴
が
１
つ
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
地
域
の
古
老
の
話
で
は
も
う
１
つ

が
居
組
の
海
岸
に
あ
り
（
今
は
わ
か
ら

な
い
と
い
わ
れ
る
）、
巨
人
の
足
跡
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
穴
は

岩
の
上
の
棚
を
波
で
石
こ
ろ
が
こ
ろ
が

り
続
け
た
結
果
で
き
た
円
形
の
穴
で
、

珍
し
い
地
形
で
す
。

釜
屋
湾
の
東
に
は
池
ノ
島
が
あ
り
、

こ
こ
に
は
直
径
、
深
さ
と
も
５
ｍ
の
ポ

ッ
ト
ホ
ー
ル
と
３
ヶ
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

が
一
緒
に
な
っ
た
長
径
16
ｍ
、
短
径
10

ｍ
の
ひ
ょ
う
た
ん
型
で
わ
が
国
最
大
の

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
付

近
で
は
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
な
ど
安あ
ん

山ざ
ん

岩が
ん

が

侵
食
さ
れ
た
地
形
や
安
山
岩
中
の
白
い

放
射
状
の
結
晶
「
沸ふ
っ

石せ
き

」
な
ど
が
見
ら

れ
ま
す
。
釜
屋
湾
一
帯
は
磯
が
広
が
り

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

釜
屋
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
甌お
う

穴け
つ

）  

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ⑤

▲釜屋橋の下のポットホール
▲池ノ島の巨大ポットホール

貝
類
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
資
源
が
保
護
さ

れ
て
い
る
豊
か
な
海
岸
で
す
。

　
　
　
　

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

　

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

上
で
知
ら
な
い
間
に
誘
導
さ
れ
、
使

用
料
を
請
求
さ
れ
る
問
題
や
、
電
子
マ

ネ
ー
に
関
連
す
る
相
談
な
ど
、
専
門
的

な
知
識
が
必
要
な
複
雑
な
相
談
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
多
重
債
務
の
相
談
も
多
く
あ

り
ま
す
。

氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い

　

し
か
し
、
実
際
に
相
談
に
来
ら
れ
る

方
は
、
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の

ほ
ん
の
一
握
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
、
架

空
請
求
の
メ
ー
ル
が
届
く
、
生
活
が
苦

し
い
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

　
「
お
か
し
い
な
・
困
っ
た
な
」
と
思
っ

た
ら
お
早
め
に
『
消
費
生
活
相
談
室
』

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
談
窓
口
開
設
１
年　

た
く
さ
ん
の
相
談
を　

　
　

   
い
た
だ
き
ま
し
た

　

昨
年
10
月
に
消
費
生
活
相
談
室
を
開

設
し
、
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

広
報
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、「
以

前
受
講
さ
れ
た
講
座
が
終
了
し
て
い
ま

せ
ん
。
登
録
か
ら
名
前
を
抹
消
す
る

た
め
に
、
新
た
な
教
材
の
契
約
が
必
要

で
す
。」
と
職
場
に
し
つ
こ
く
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
資
格
商
法
の
二
次
被
害

や
、
知
人
か
ら
「
健
康
に
よ
い
話
が
聞

け
る
か
ら
」
と
誘
わ
れ
て
出
向
い
た
ら

マ
ル
チ
商
法
に
勧
誘
さ
れ
た
、
な
ど
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
訪
問
販
売
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
ト
ラ
ブ
ル
、
未
公

開
株
の
被
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

被害にあわないように
啓発パンフを活用



20

H22（2010）.10.14

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート）

平成 22 年 10 月 1 日現在

広報しんおんせん（10月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈲岡市組 土木作業員 不問 154 ～ 198
㈱大上建設 土木施工管理技師 59 以下 250 ～ 300
㈱ヤマグチ 一般事務 40 以下 147 ～ 157
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300

㈱隆栄水産
ウ ェ イ タ ー・
ウェイトレス 不問 127 ～ 170
調理師 不問 270 ～ 300

ラスベガス浜坂店 ホールカウ
ンター係 不問 167 ～ 204

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
新温泉町社会福祉協議会 介護員 不問 136
㈱テクノ・サービス
鳥取営業所 製造スタッフ 不問 142
㈱リフティングブレーン
鳥取営業所 食品製造 不問 158

（温泉地域）
総本家　栃泉 販売 不問 127 ～ 140
㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176

㈱朝野家 営業係 不問 140 ～ 150
販売係 不問 140 ～ 150

㈱寿荘 事務員 59 以下 140 ～ 170
客室係 不問 198 ～ 286

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 156 ～ 178
看護師 不問 152 ～ 245

新温泉町社会福祉協議会 介護支援専門員 不問 140 ～ 160

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈲冨士建設 介護職員 不問 850 ～ 950
㈱マルワ渡辺水産 レジ 不問 730 ～ 800

㈱マル海渡辺水産
フ ロ ア ー ス
タッフ 不問 750 ～ 1,000
販売店員 不問 750 ～ 1,000

㈱隆栄水産 ウ ェ イ タ ー・
ウェイトレス 不問 800 ～ 950

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 30 以下 750
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500
㈱リフティングブレー
ン鳥取営業所

食品の詰
め合わせ 不問 980

㈱クリーントップ 病院内の清掃 不問 740
（温泉地域）
㈱ナカケー レジ業務 不問 800 ～ 950

㈱井筒屋
売店係

不問
850

インターネ
ット担当 875 ～ 950

㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800 ～ 1,000

夢夢
カウンター
スタッフ 18 以上 750 ～ 1,200

フロアスタッフ 18 以上 1,200 ～ 2,000
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 1,000

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

林道中辻肥前畑線法面
改良工事 岸田 法面保護工

延長 269m　幅 4m 62,790,000 平成 22 年 8 月 21 日～
平成 22 年 12 月 25 日 株本建設工業㈱

町道浜坂第 76 号線消
雪改良工事 浜坂 消雪改良工事

延長 317m ノズル修繕 231 個 6,457,500 平成 22 年 8 月 24 日～
平成 22 年 11 月 30 日 ㈱大上建設

町道高見線消雪改良工事 浜坂 消雪改良工事
延長 300m ノズル修繕 220 個 3,853,500 平成 22 年 8 月 24 日～

平成 22 年 12 月 24 日 ㈱田中建設

後山特設水道改良工事 竹田 水源取水設備工事、電気計装設備
工事、送配水管敷設工事等　１式 18,322,500 平成 22 年 8 月 27 日～

平成 22 年 11 月 30 日 ㈱田中工業所

（平成 22 年 8 月 16 日～平成 22 年 9 月 15 日契約分）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を提供しています。
職業相談員が就職相談に応じます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
56

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！　
　
　
　

　
　
　

問
題
箇
所
を
重
点
的
に
チ
ェ
ッ
ク

　

本
年
度
の
新
温
泉
町
農
業
委
員
会
の
活
動
計
画
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
８
月
27
日
と
30
日
の
２
日
間
か
け
、
町
全
域
に
わ
た
っ
て
委
員
全
員
で
実
施
し

ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
ね
ら
い

　

今
回
の
ね
ら
い
は
次
の
４
点
で
す
。

①
農
地
の
利
用
状
況
調
査
と
公
的
管
理

の
厳
正
実
施

②
土
地
利
用
の
課
題
の
解
決

③
遊
休
農
地
等
の
活
用
推
進

④
農
業
委
員
会
活
動
の
対
外
的
Ｐ
Ｒ
等

取
組
み
の
重
点
課
題

①
無
断
転
用
農
地
の
是
正
指
導
の
徹
底

広報しんおんせん（10月号）

▼
作
り
方

①
大
豆
は
一
晩
水
に
つ
け
、
水
切
り
し

て
包
丁
で
ざ
っ
と
刻
む
。

②
ハ
ム
は
薄
切
り
に
し
て
０
・
５
㎝
角

に
、
玉
ね
ぎ
、
パ
セ
リ
、
人
参
は
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
ボ
ー
ル
に
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
水
を

加
え
る
。
こ
れ
に
小
麦
粉
、片
栗
粉
、

①
②
を
加
え
、
塩
を
入
れ
て
さ
っ
く

り
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④
揚
げ
油
を
熱
し
て
、
た
ね
を
ス
プ
ー

ン
で
す
く
っ
て
落
と
し
、
か
ら
っ
と

揚
げ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

★ 

大
豆
と
ハ
ム
の
か
き
揚
げ

◆材料 (4 人分）
・大豆・・2/3 カップ
・ハム・・100g
・玉ねぎ・150g
・パセリ・1 茎
・人参・・70g
・卵・・・1 個
・小麦粉・80g
・片栗粉・大さじ 1.5
・水・・・100g
・塩・・・少々
・油・・・適量

▲農地パトロールする農業委員

と
再
発
防
止

②
保
全
管
理
田
等
不
作
付
地
の
解
消

③
農
振
農
用
地
区
域
内
の
耕
作
放
棄
地

の
解
消

④
農
地
法
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条

許
可
届
出
案
件
の
履
行
状
況
の
調
査

　

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
で
は
、
調
査
対
象

案
件
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
農
地
の
状

況
を
調
査
確
認
し
た
ほ
か
、
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
中
に
発
見
し
た
問
題
案
件
に
つ

い
て
も
調
査
し
ま
し
た
。

問
題
場
所
に
は
是
正
指
導

　

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
は
、
実
施
結
果

を
取
り
ま
と
め
て
報
告
・
検
討
会
を
行

い
、問
題
案
件
が
散
見
さ
れ
た
場
所
へ
、

今
後
是
正
指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
も
継
続
し
て
日
常
的
な

監
視
と
指
導
を
徹
底
的
に
行
い
ま
す
の

で
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
も
法
に
基
づ
く

的
確
な
農
地
管
理
・
手
続
等
に
対
し
て

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会　

℡ 

82
‐
５
６
２
６

○作況指数
　農作物の 10 ａあたりの収量（出来具合）について
平年収量を基準（100）として指数で表したもの。指
数 99 ～ 101 を「平年並み」とし 102 ～ 105 が「や
や良」、106 以上が「良」で、逆に 98 ～ 95 が「やや
不良」、94 ～ 91 が「不良」、90 以下は「著しい不良」
となっている。

○ヤミ小作
　農地法３条の許可を受けなかったり、利用権等の法
的な賃貸借の手続きを行わず、貸して側と借りて側の
お互いの承諾だけで田畑の貸し借りしているような場
合をいう。

▲報告・検討会
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９月 11 日、奥八田小学校で秋季運動会が行われ、校
歌に合わせて海上傘踊りが披露されました。これまでか
ら運動会で傘踊りを行ってきましたが、今年は校歌に合
わせた振り付けを完成させ、初のお披露目となりました。
振付を考案し、踊りの指導を行った海上保存会のメンバ
ーが見守る中、揃いの法被を身にまとい、全校児童が元
気よく入場。児童自らが斉唱した校歌に合わせて傘を上
手に回し、秋の空に鈴の音を響かせました。

手づくりおはぎで三世代交流
　9 月 17 日、浜坂子育て支援センターで、22 組 47 人
の親子がおはぎ作りに挑戦しました。浜坂地域婦人会が
三世代交流体験事業として指導にあたり、子どもたちも
母親の手を借りながら炊きたてのもち米をすりこぎでつ
ぶし、あんこやきな粉、青のり、黒ごまをまぶして仕上
げていました。浜坂地域婦人会は三世代交流事業として
１月にかき餅づくりを計画しており、このほか伝統料理
の継承や登下校の見守り隊など子育て支援にも取り組ん
でいます。　

支え合って　照来地区敬老会　
　敬老月間の９月、町内各地で敬老会が開催されました。
照来地区では敬老の日の９月 20 日、照来小学校体育館
で開催され、75 歳以上の敬老会員 364 人の長寿を祝い
ました。照来地区まちづくり協議会が開催したもので、
７地区から約 130 人の敬老会員が参加。地元グループ
による趣向を凝らした出し物を楽しみ、仲間たちと談笑
していました。役場職員による寸劇「悪徳商法に負ける
な」も披露され、健康器具などの訪問販売への対処法や
クーリングオフ制度を面白おかしく学んでいました。

　第 17 回但馬〝牛まつり〟が 9 月 26 日、県立但馬牧
場公園で開催され、町内外から 1 万 8 千人が訪れました。
但馬牛パレードには、牛車を使った花嫁行列のほか、鳥
取市長を先頭に鳥取しゃんしゃん傘踊りの皆さんの参加
もあり、祭りに花を添えていただきました。但馬牛をイ
メージした「造形物＆パフォーマンスコンテスト」には
６グループが参加し、割り箸で制作した但馬牛や２頭の
但馬牛による闘牛パフォーマンスもあり、会場を埋め尽
くす観客から喝采を浴びていました。

牧場公園で闘牛！？

H22（2010）.10.14

広報しんおんせん（10月号）

校歌に合わせて海上傘踊り
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　　　　　　　　最高齢は 103 歳山本こよさん

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（10月号）

中高生が奉納　久谷ざんざか踊り
　県の重要無形民俗文化財に指定されている「久谷ざん
ざか踊り」が９月 15 日、久谷の久谷八幡神社であり、
８人の中高生が唄に合わせて古式にのっとった優雅な踊
りを奉納しました。豊作と家内安全を祈願するもので、
室町時代後期（約 450 年前）に始まったとされ、但馬
でも最も古い形態が伝えられています。戦後、踊り手が
減ったことから、昭和 33 年に保存会を組織して中高生
に伝承しています。今年も８月下旬から練習を重ねて本
番に備えてきました。　

　高齢者の長寿を祝福するため、敬老の日を前にした 9
月 14 日、町内最高齢者や満 88 歳を迎えられた方、金
婚夫婦の皆さんに記念品などを贈りました。今年、満
88 歳を迎えられたのは 92 人、申し込みのあった金婚
夫婦は 49 組でした。
　町内最高齢は栃谷の山本こよさん（103 歳）で、岡
本町長が記念品と花束を手渡して長寿を祝福しました。

　浜坂走ろう会が 9 月 5 日、「12 時間チャリティリレー
マラソン」を松林周回コース（１周 1.1㎞）で行い、約
40 人のランナーが 124 周を走りつなぎました。このマ
ラソンも 21 回を数え、これまで被災地へ義援金を送っ
たり、福祉施設に車椅子などを贈ってきました。今年は

募金で車椅子
２台を購入。
9 月 29 日、同
会の中尾知二

チャリティマラソン募金で車椅子を寄贈

　湯村温泉の若女将の会「ゆむらなでしこ」の 3 人が、9 月 16
日、丹土の田で稲刈りを行いました。但馬牛の堆肥を使い、減
農薬で栽培された地元産の米を自分たちの手で収穫し、宿泊客
に自信を持って勧めようと企画。11 アールで実った稲を鎌やバ
インダーを使って刈り取り、稲木にかける作業に汗を流しまし
た。収穫した米は、12 月に若女将たちの旅館などで開催する「朝
ご飯まるごと美方郡産フェア」で提供されます。

若女将の刈り取った米を召し上がれ

会長が町社会福祉協議会に寄贈しました。家庭への貸出しや子
どもたちの福祉体験学習に活用されます。
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温
泉
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報
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広報しんおんせん（10月号）

新
温
泉
町
恒
久
平
和　

　
　

祈
念
式
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を

求
め
て
「
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念

式
」
を
開
催
し
ま
す
。
戦
没
者
ご
遺

族
の
方
を
は
じ
め
、
広
く
町
民
の
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
（
木
）

　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま

す
。（
一
部
地
域
を
除
く
）

　

送
迎
バ
ス
の
集
合
場
所
・
時
間
等

は
、
10
月
28
日
発
行
の
お
知
ら
せ

版
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

ゆ
と
り
と
潤
い
・
文
化
創
造
の
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

第
６
回
新
温
泉
町
文
化
祭

   

～
広
げ
よ
う  

人
の
和  

文
化
の
輪
～

　

浜 

坂 

会 

場

　
　
　
　

     

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

作
品
展

　
　

10
月
29
日（
金
）～
11
月
３
日（
祝
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

　

園
児
・
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
町
民

の
皆
さ
ん
の
絵
画
、
書
、
生
け
花
、
陶

芸
、押
し
絵
な
ど
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

浜
坂
地
域
く
ら
し
の
会
に
よ
る
環
境

に
優
し
い
作
品
、リ
サ
イ
ク
ル
グ
ッ
ズ
、

い
ず
み
会
浜
坂
支
部
に
よ
る
「
も
う
１

皿
70
ｇ
の
野
菜
料
理
」
な
ど
も
展
示
し

ま
す
。

文
化
講
演
会

　

11
月
２
日(

火)

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

講
師　

三
遊
亭
楽
団
治 

氏
（
ひ
ょ

う
ご
笑
い
の
会
・
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
）

　

※
新
温
泉
町
文
化
協
会
共
催

味
わ
い
コ
ー
ナ
ー

　

10
月
31
日(

日)

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

　

浜
坂
地
域
く
ら
し
の
会
に
よ
る

　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（
３
０
０
円
）

バ
ザ
ー

　

10
月
31
日(

日)

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

さ
つ
ま
芋
入
り
蒸
し
パ
ン
、
黒
豆
寿

司
を
販
売
し
ま
す
。

菊
花
展

　

10
月
29
日(

金
）
～
11
月
３
日
（
祝
）

　

大
輪
３
本
仕
立
て
な
ど
見
事
な
菊
を

展
示
し
ま
す
。

助
け
合
い
お
茶
席

　

10
月
30
日(

土)

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

裏
千
家
淡
交
会
浜
坂
地
区
の
皆
さ
ん

に
よ
る
お
茶
席
で
す
。

ホ
ウ
酸
ダ
ン
ゴ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

10
月
30
日(

土)
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
後
１
時
～

　

参
加
無
料

我
が
家
の
み
そ
汁
塩
分
測
定

　

10
月
30
日(

土)
午
前
10
時
～
午
後
２
時

　

持
参
し
た
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行

昨年の作品展の様子
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～
文
化 

ふ
れ
あ
い 

確
か
な
一
歩
～

　

温 

泉 

会 

場

　
　

  　

町
民
セ
ン
タ
ー
、
夢
ホ
ー
ル

作
品
展　

　

11
月
1
日
（
月
）
～
3
日
（
祝
）　

　
　

午
前
9
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　

各
団
体
の
会
員
、
園
児
、
児
童
、
生

徒
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品

を
多
数
展
示
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
お
茶
席　

　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　

午
前
9
時
～
午
後
３
時

　

裏
千
家
茶
道
教
室
「
な
ご
み
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
お
茶
席
」

で
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　

文
化
講
演
会

　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

講
師　

三
遊
亭
楽
団
治 

氏
（
ひ
ょ

う
ご
笑
い
の
会
・
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
）

　

※
新
温
泉
町
文
化
協
会
共
催

舞
台
発
表　
　

　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午

　

子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
、
踊
り
、
村
芝
居

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
芸
能

発
表
で
す
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会

　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　

午
後
３
時
15
分
～
午
後
３
時
50
分

　

開
催
期
間
中
に
配
布
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
い
る
抽
選
券
で

豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
！

　

味
わ
い
コ
ー
ナ
ー

　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　

午
前
9
時
～
午
後
４
時
頃

　

家
庭
料
理
の
達
人
が
心
を
込
め
て

作
っ
た
「
う
ど
ん
」「
コ
ロ
ッ
ケ
」「
百

才
鍋
」「
巻
き
ず
し
」

な
ど
販
売
し
ま
す
。

　

催
し
も
の

　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　

午
前
9
時
～
午
後
４
時
頃　

　

地
元
の
特
産
品
、
農
産
物
の
販
売
、

手
づ
く
り
マ
ス
コ
ッ
ト
や
手
芸
作

品
、
日
用
雑
貨
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

ち
び
っ
こ
広
場

　

11
月
３
日
（
祝
）

　
　

午
前
9
時
～
午
後
４
時
頃
ま
で

　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
わ
た
菓
子

コ
ー
ナ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
や
風

船
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
等
の
遊
び
の
広

場
で
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

北
但
広
域
ご
み
・
汚
泥
処

理
施
設
事
業
概
要
説
明
会

　

豊
岡
市
竹
野
町
森
本
・
坊
岡
地
区

に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
「
北
但
広

域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
」
の
事
業

概
要
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
27
日
（
水
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

▼
と
こ
ろ   

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
２
階
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
１

　

建
設
課　

都
市
整
備
係　

　
　

℡
82
‐
３
１
１
５

い
ま
す
。
参
加
無
料

舞
台
発
表
会

　

11
月
３
日(

祝)

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
傘

踊
り
、
大
正
琴
な
ど
の

楽
し
い
舞
台
で
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

昨年の舞台発表（子どもコーラス）
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10
月
は
土
地
月
間　

  　

土
地
取
引
の
届
出
を　

　
　
　

   

お
忘
れ
な
く
！

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

適
正
で
合
理
的
に
土
地
を
利
用
す
る
た

め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

た
場
合
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内
に
役
場
を
経
由
し

て
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
都
市
政
策
課　

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
７
３
９
）

　

建
設
課
都
市
整
備
係　

　
　

℡
82
‐
３
１
１
５

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期
の
使
用

ワ
ク
チ
ン
と
、
平
成
17
年
の
接
種
勧
奨

を
差
し
控
え
に
よ
り
、
定
期
の
予
防
接

種
が
完
了
し
て
い
な
い
方
へ
の
救
済
措

置
が
で
き
ま
し
た
。

○
第
２
期
に
使
用
可
能
な
ワ
ク
チ
ン
と

し
て
「
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ

ク
チ
ン
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

接
種
で
き
る
年
齢
は
９
歳
～
13
歳
未

満
で
、
１
回
接
種
で
す
。

○
第
１
期
（
幼
児
期
の
３
回
接
種
）
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
３
歳

か
ら
90
か
月
ま
で
の
期
間
と
第
２
期

（
９
歳
～
13
歳
未
満
）
に
接
種
で
き

ま
す
。

　

・
１
回
接
種
後
の
方　

残
り
２
回

　

・
２
回
接
種
後
の
方　

残
り
１
回

　

・
０
回
接
種
の
方　

残
り
３
回

　

90
月
以
上
９
歳
未
満
の
方
は
特
例
措

置
に
よ
る
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

対
象
年
齢
に
な
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

　

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健

康
課
健
康
推
進
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
　
　       

10
月
は
里
親
月
間

　
「
里
親
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
、
深
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
と

も
っ
て
育
て
る
方
を
い
い
ま
す
。

▼
里
親
の
種
類

・
養
育
里
親　

子
ど
も
が
満
18
歳
に
な

る
ま
で
、
あ
る
い
は
家
庭
に
戻
れ
る

ま
で
の
間
、
養
育
し
ま
す
。（
一
定

の
事
前
研
修
が
必
要
）

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
を
必
要
と
す
る
人
に
と
っ
て
血

液
は
文
字
ど
お
り
“
命
の
き
ず
な
”

で
す
。
18
～
69
歳
の
方
を
対
象
と
し
て

４
０
０
ｍ
ｌ
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

10
月
25
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

㈱
ナ
カ
ケ
ー

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　

フ
ジ
コ
ン
食
品
㈱

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

・
養
子
縁
組
里
親　

親
が
養
育
で
き
な

い
子
ど
も
を
養
子
と
し
て
育
て
ま

す
。

・
親
族
里
親　

三
親
等
以
内
の
親
族（
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
叔
父
叔
母
な
ど
）

が
育
て
ま
す
。

・
専
門
里
親　

虐
待
な
ど
に
よ
り
心
身

に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
な

ど
、
特
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を

養
育
し
ま
す
。（
養
育
里
親
で
、
一

定
の
専
門
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
必

要
）

・
週
末
・
季
節
里
親　

週
末
や
正
月
、

夏
休
み
な
ど
に
、
児
童
養
護
施
設
の

子
ど
も
た
ち
を
一
時
的
に
預
か
り
ま

す
。

▼
里
親
に
な
る
に
は

　

事
前
に
研
修
を
受
講
し
、
登
録
申
請

を
行
い
、
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

▼
里
親
に
支
給
さ
れ
る
費
用　

　

里
親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
教
育
費
、

医
療
費
な
ど
（
国
の
基
準
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
こ
ど
も

　

家
庭
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）

　

22
‐
４
３
１
４

届出が必要な面積

都市計画区域
（浜坂地域）   5,000㎡以上

都市計画区域以外
の区域（温泉地域） 10,000㎡以上
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　　緑の募金のお願い
　森と緑は、私たちの暮らしに限りない
恵みをもたらし、豊かな地球環境を守っ
てくれています。
　その森や緑を守り育てていくため、緑
の募金のご協力をお願いしています。皆
さまからいただいた募金は、町内の緑化
活動団体へ提供される苗木や資材等に活
用されるほか、県内の緑化事業に活用さ
れます。

　　　　　―問い合わせ―
　　　新温泉町緑化推進委員会
　　　（事務局　農林水産課内）
　　　　℡ 82 ‐ ５６２６
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「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金

保
険
料)

控
除
証
明
書
」
は 

年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！ 

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年
に
納

付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
保
険

料
の
全
額
が
、
所
得
税
と
住
民
税
の
申

告
で
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
の
控

除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

年
金
相
談
を
行
い
ま
す 

　

年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、
受

給
に
関
す
る
こ
と
等
、
何
で
も
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
20
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

◇
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

◇
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、

来
年
１
月
下
旬
に

証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

す
こ
や
か
～
に　

か
ら
の

　
　
　
　
　

   

お
知
ら
せ

薬
と
健
康
の
週
間　
　

　
　

   

10
月
17
日
～
23
日

　

医
薬
品
や
薬
剤
師
の
役
割
に
対
し
て

正
し
い
認
識
を
広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

・
自
分
の
使
用
す
る
薬
の
記
録
を
持
ち

ま
し
ょ
う

・
薬
は
説
明
書
を
読
み
、
薬
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

・
薬
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
医
師
、
薬

剤
師
等
専
門

家
に

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

　

骨
髄
移
植
は
白
血
病
や
重
症
再
生
不

良
性
貧
血
等
の
血
液
疾
患
に
有
効
な
治

療
法
で
す
。
骨
髄
移
植
の
推
進
を
図
る

た
め
「
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
」
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
善

意
の
骨
髄
提
供

希
望
者
の
登
録

を
進
め
て
い
ま

す
。
骨
髄
バ
ン

ク
登
録
に
協
力

く
だ
さ
い
。

10
月
11
月
は
麻
薬
・
覚
せ
い
剤             

乱
用
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

麻
薬
、覚
せ
い
剤
、大
麻
、シ
ン
ナ
ー

な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
の

健
康
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ

な
犯
罪
を
誘
発
す
る
な
ど
、
は
か
り
し

れ
な
い
危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し

さ
を
広
く
県
民
に
周
知
し
、
一
人
ひ
と

り
の
薬
物
乱
用
防
止
意
識
を
高
め
、
薬

物
乱
用
の
根
絶
を
め
ざ
し
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

健
康
課
健
康
推
進
係
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０
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広報しんおんせん（10月号）

最低賃金は時間額 734 円
　　兵庫県最低賃金が 10 月 17 日に改正され、
　時間額 734 円になります。最低賃金は、パー
　トタイマー、アルバイト等すべての労働者に
　適用されます。
　　なお、特定（産業別）最低賃金が適用され
　る業種については、当該最低賃金が例年 12
　月 1 日に改正されます。
　　　　　　　―問い合わせ―
　兵庫労働局労働基準部賃金課・但馬労働基準監督署

             ℡（0796）22 ‐ 5145

  

ス
ト
ー
マ
を
増
設
さ
れ
て
い
る
方
へ

オ
ス
ト
メ
イ
ト　
　
　

               

但
馬
地
区
体
験
懇
談
会

　

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
や
医
療
、
装
具
の
こ

と
な
ど
悩
み
や
疑
問
を
話
し
合
っ
た

り
、認
定
看
護
師
に
相
談
も
で
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
。

▼
と
き　

10
月
24
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▼
講
師　

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護

師
（
Ｗ
Ｏ
Ｃ
ナ
ー
ス
）　

　
　

岩
本
房
子
さ
ん
、
松
島
絵
美
さ
ん

▼
内
容　

体
験
発
表
、
看
護
師
に
よ
る

指
導
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　
（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
セ
ン
タ
ー　

　

℡
（
０
７
８
）
３
７
１
‐
１
８
３
０

 ＪＲ浜坂駅　　　　　　　
　　営業時間変更のお知らせ
 　
　

１０月１日から営業時間が変りました。
　　＜営業時間＞
　　　午前６時２０分～午後５時 30 分
　　　　　　　　　

ＪＲはまさか駅　℡ 82-1019
　　　　乗車券は浜坂駅でお求めください

第
１
回
新
温
泉
町
岸
田
川　

駅
伝
競
走
大
会
の
お
知
ら
せ

　

町
民
セ
ン
タ
ー
と
役
場
ま
で
の
区
間

を
走
り
つ
な
ぐ
、
記
念
す
べ
き
第
一
回

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
ン
ナ
ー
へ
の
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
と
き　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

開
会
式　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　

町
民
セ
ン
タ
ー　

▼
部
門
・
コ
ー
ス

◇
地
域
・
事
業
所
・
一
般
の
部
、
中
高

男
子
の
部　
〔
７
区
間　

15
・
５
㎞
〕

　

町
民
セ
ン
タ
ー
（
9
時
50
分
ス
タ
ー

ト
）
～
七
釜
～
指
杭
～
役
場

◇
一
般
女
子
の
部
、
中
高
女
子
の
部
、

小
学
生
男
子
の
部
、
小
学
生
女
子
の

部　
〔
5
区
間　

８
・
８
㎞
〕

　

金
屋
口
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
～
七
釜

～
清
富
～
役
場

▼
参
加
チ
ー
ム
数

　

全
61
チ
ー
ム

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

◇
大
会
運
営
の
都
合
上
、
10
月
16
日
・

17
日
の
役
場
と
町
民
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
の
一
部
を
駐
車
制
限
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
サ
ン
ビ
ー
チ
、
す
こ

や
か
～
に
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
10
月
17
日
は
、
次
の
と
お
り
一
般
車

両
の
通
行
制
限
を
行
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
湯
村
歌
長
線
（
町
民
セ
ン
タ
ー

～
荒
湯
）
午
前
９
時
40
分
～
55
分

・
国
道
９
号
（
細
田
～
出
合
橋
）

　
　

午
前
９
時
50
分
～
10
時

・
国
道

178
号
（
浜
坂
病
院
交
差
点
付
近

走
者
横
断
時
の
み
）

　
　

午
前
10
時
15
分
～
45
分

・
し
お
か
ぜ
通
り
（
役
場
前
）

　
　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

・
そ
の
他
、
コ
ー
ス
上
で
走
者
通
過
時

は
、
安
全
確
保
の
た
め
交
通
整
理
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
走
路
、
中
継
地
点
付
近
へ
の
一
般
車

両
乗
り
入
れ
、
路
上
駐
車
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

社
会
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室
℡
92
‐
１
８
７
０



29 広報しんおんせん（10月号）

H22（2010）.10.14

くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

第
2
回
新
温
泉
町
秋
季
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

10
月
31
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
す
こ
や
か
広
場
ほ
か

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
の
方
（
学
生

は
除
く
）。
町
外
在
住
で
町
内
に
勤

務
す
る
場
合
は
、
2
名
ま
で
出
場
可

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
千
円　
　
　

▼
申
込
締
切　

10
月
22
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局

（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

℡
82
‐
４
５
１
２ 

泉 町 団 地 細 田 団 地
（公営住宅） （単独住宅）

所  在  地 湯 880 番地の１ 細田 435 番地の１

住戸タイプ
簡易耐火構造２階建
２ＤＫ
専用面積 42.7㎡

鉄筋コンクリート造２階建
（２階部分のみ）３ＬＤＫ
専用面積 73.6㎡

募集戸数 １戸（５号） １戸（２号）
駐 車 場  なし 無料（2 台目 4,000 円 / 月）

家賃（月額） 9,500 ～ 14,200円
 （収入に応じて決定）  40,000円

施設設備 温泉配湯、上下水道、ケーブルテレビ

入居資格等  家族構成、所得基準など、入居に関する基準が 
 あります。詳しくはお問い合わせください。

募　

集

岩
石
や
化
石
な
ど　
　
　
　
　

　

ジ
オ
パ
ー
ク
館
に　
　

　

   

展
示
し
ま
せ
ん
か
？

　

山
陰
海
岸
地
域
で
見
つ
け
た
珍
し
い

石
や
化
石
な
ど
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
宝

物
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
で
は
、
ジ

オ
に
関
す
る
展
示
資
料
を
探
し
て
い
ま

す
。
思
わ
ぬ
貴
重
な
資
料
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　
　
　
　

　
　

℡ 
82
‐
５
２
２
２

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　
　

　

産
業
建
設
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）            

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
季
募
集

　

世
界
も
、
自
分
も
、
変
え
る
シ
ゴ
ト

　
「
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
・
知
識

や
経
験
を
開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め

に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
強
い
意
欲

を
持
つ
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
内
容

　

国
際
協
力
の
志
を

持
っ
た
方
々
を
開
発
途

上
国
に
派
遣
し
、
途
上

国
の
人
々
と
と
も
に
生
活
し
、
異
な
る

文
化
・
習
慣
に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
草

の
根
レ
ベ
ル
で
途
上
国
の
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
事
業
で
す
。

　

派
遣
期
間
は
原
則
２
年
間
で
す
が
、

１
ヶ
月
か
ら
参
加
で
き
る
短
期
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

・
青
年
海
外
協
力
隊
（
20
～
39
歳
）

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
40
～
69
歳
）

▼
応
募
期
限　

11
月
８
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
窓
口

　

℡
（
０
３
）
３
４
０
６
‐
９
９
０
０

※
募
集
要
項
、
応
募
用
紙
は
役
場
商
工

観
光
課
に
あ
り
ま
す
。




